
」L

銀 ダ
|・ 卜t嗜)組olほo棒ニキじ

′

υ

赳水》
罹  くF なわ

の の

∠ ∠

多
ηａ

へ

β

′１
哺

とか

覇争助らヽ水髪び竜業し為く2して、ヽま呼がアて、ヤ2承 βや同

Zじ t〔 逐htまタイルヘタのだ‐―とヽヽケてて晰孝t奮♂みの牧り

なわセ
`度

の家考l屯

彰じヒ|・ ばr)ま した。者 |コ なあててメム♂家で電

ノリ
:も
こ.lο 呼〕〕メェタヒベろ子ヵヽ城痰人、(『と′しきの子拗■レイ<動とべ多くん

ィ昨。/ィお＼o、す者ちデかじ認イ ヌめゝ看ガr)′ し多勁ギ末
「

末7な 、

1ィァ司t2つけてだt)れヽヽと烏ヽまヽすが稼彪ても徐∩(=淑4ヽづう時

著キlヽ7啄並びぽがら弘れヒtヽ ヽヽイ恰″

形主貿r^水遜ιだヽでt時潤噺 水メ剣ヤじで堂ソ植りぶ懲水重

力＼らシ(フイを力び撃う十り∫渉ftみました。ズ夭下のマだしfしが

∠盆>買が、、っ、づ冗、目くt2浚 tり %g/種し(ア霧危時、ま際、ヽ」
のアイ閻〕な重れ負σ
メ嗚吹

`ヽ
体ヽヽヽ朝ぞおはみぞ丁。こ仏たソψl・っ、、ての移ι)だ

ン
タ:洋哺 ゅχ ぶ るたぞ4/究〉iィをz2をι .ジにち(ぎ貨卜しルヵ

√
っ∩り薄 ■ょ乙彿

`輸 柱ヽイ¶1)tべ
_うゞら仏ろと、ヽヽく司愉 。

差 49C)は 七貶%


